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ナガサキスズメダイの飼育水槽における

蕃殖と初期発生
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Abstract

Ｉｎｓｕｍｍｅｒｏｆｌ９７２，ＰＣﾉ刀αｸg"〃z4s刀agzzsa肋ﾉ7ｓｆｓＴＡＮＡＫＡｂｒｅｄｉｎｔｈｅｓｍａｌｌａｑｕａｒｉaminthelabola‐

tory，Two601it-acrilitetankswiththecirculatingdeviceswereused・Thevwerepreliminarysetfor

spawningbysomerocksandcoralblocks，Twopairsofthefisheswereselectedfromthespecimens

collectedatSakurajimainKagoshimabay・

Oneofthepairslivedtogetherfｏｒ６６ｄａｙｓ，ａｎｄｂｒｅｄｌ８ｔｉｍｅｓ，ａｎｄｔｈｅｏｔｈｅｒｆｏｒ２０ｄａｙｓａｎｄ４

ｔｉｍｅｓ・Ｉｎｔｈｅａｑｕａｒｉｕｍｔｈｅｍａｌｅｓｈｏｗｅｄｓｏｍｅagressiveness,ｂｕｔｔｈｅｔｅｒｒｉｔｏｒｙｋｅｐｔｂｙｈｉｍｗａｓｎａｒrow

aroundhisnest・Spawningoccuredwiththeintervalｓｏｆ３ｏｒ４ｄａｙｓ､Eggsweredepositedunderside

ofceilingofthenestcaveandwerefertilizedimmediatelybythemale，

Theshapeofeggwasellipsoid，measuredabout2､３×１．１ｍｍ・Incubationstookabout3andhalf

daｙｓａｔ２７－２９ｏＣ、Throughouttheperiodtheeggswereguardedonlybythemale、

Theeggshatchedateveningsoonafteｒｔｈｅｓｕnset・Thelarvaewereculturedina5001it-tank，

feedingwithfertilizedeggsofHを/わadarjS,Ｂ７ａｃﾉiわ”s′此αZ伽ａｎｄＡγ花加血naupli・Afterl5to20days

theybecamebenthic・Ｂｕｔａｌｌｏｆｔｈｅｍｄｉｅｄｗｉｔｈｉｎａｍｏｎｔｈａｆterhatching．

緒 言

筆者の研究室ではサンゴ礁魚類の飼育水槽内での蕃殖を目的とした研究をつづけているが，筆者の研究室ではサンゴ礁魚類の飼育水槽内での番殖を目的とした鮒究をつつけているか，スス

メダイ科Pomacentridaeに属するナガサキスズメダイＰＣ"ace刀Zγ"s刀agzzsa紘棚sTANAKAの小型

アクアリウム内での産卵を観察し，短期間ではあるがその幼期の飼育を行なうことができたので，

以下これについて述べることとする．

本種は鹿児島湾内桜島東岸の溶岩流地域や石サンゴ群落にもっともふつうにみられるスズメダイ

科魚類で，この水域で越冬産卵し体長７０～80ｍｍに達する．しかし本種の学名についてはなお多

少問題とすべき点があるので，この報告では実験に用いた成魚の写真をかかげるに止め，分類学的

な考察は別に述べることとする（Figs,ｌａｎｄ２)．

実験材料と飼育水槽

上に述べた桜島沿岸で，1972年４月～８月に釣りによって採集された成魚を飼育した．この附

＊

＊＊
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Profile

近の深さ５～６ｍの海底では，例年７～１０月に本種の産卵しているのを承ることが多い．産卵水

槽としては観察に便利なように，容量的601itの角型アクリライト水槽に毎分約201itの源過能力

のある源過槽をとりつけて使用した．飼育海水は自然海水をＰＨ７．８を下ることのないように注意

しつつ用いた．

餌料としてはマス稚魚養成用ペレットと，アサリの生剥身の細断したものを１日２Ijil飽食させ，

残餌はとり除いた．
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Fig.２．Ｒﾌﾉ7zα“刀"-雌〃αgzJsa縦ﾉ7‘Wt『ＴＡＮＡＫＡ,ColoLll･'〕attemsinthemale．
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闘 争 性

9７

飼育水槽内に５～６尾の'戊魚を同時に収容すると必らず闘争が始まり，やがて順位が確立する．

闘争の状態は多くのスズメダイ科，カワスズメダイ科などで染られるものと共通している．すなわ

ち闘争の対下同志はi-Iを開き，鰭を拡張しil東条を立て，細かく振動させ互に頭部を対乎の尾部に接

して平行し，，体側で樽ち合う．しかしいわゆるinterlockingの状態に至る前に弱者は遁走する．敗

者は体側から尾部にかけて傷き，そのままにしておけば死に至ることも少なくない．

闘争は雌雄間でも行なわれ，この場合には筆者の観察例では雌が敗者となるから，採卵の月的で

雌雄を同じ水槽で飼育するときは雌魚の身をかくすべき場所を用意しなければならない．後述のよ
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うにすでに産卵を重ねた雌雄間でも闘争の結果雌が殺された例がある．

天然の水域では産卵期の雄魚は岩の間隙などを巣孔とし，その周囲に半径０．５ｍほどのなわば

りを持ちここでは小競合いが起るが，多くの個体は中層に群がりを成していて闘争性を示すことは

稀である．

性 徴

本種では二次性徴はあまり明らかでない．雄魚は同じ時季の雌魚と比較するとやや大型で後頭部

が隆起する（Fig.1,Ａ－，)．しかし生殖突起には明らかな形態的な差異がある．すなわち雄魚では

I江門後方に先端の尖った尿生殖突起（Fig.3,Ａ;a）があるのに対し，雌魚では虹門と尿門の間に短

かい産卵突起（Fig.２，Ｂ;b）を持ち，ＴｉＺａがαなどの外部生殖器の形態とよく似ている．

抱卵した雌魚は腹部が膨んでいるので，雄魚との識別はわりあいに容易である．

Ａ Ｂ

涙
逐診

壷

Fig.３．Theexteriorgenitalorgans．

Ａ；ａ：Male,ｗｉｔｈconspicuousurinogenitalpapilla；

Ｂ；ｂ：Female,withshortovipositer．

産卵習 性

ノ

《ｒ

水槽内での蕃殖を観察したのは次の２対でこれをPairA，PairBとかりに名付ける．PairAは

５月１２日採集された体長７１．５ｍｍの字と，６月１７日採集された体長７５．０ｍｍの合とから成り，

PairBは５月２２日採集された体長６７．２ｍｍのと牢，４月２２日採集された体長７３．５ｍｍの合とか

らなる．

営巣雄魚は水槽内の環境に馴れると間もなく営巣（巣造り）を開始する鼠観察された例では，

先づ岩組で作られだ#トンネル内の小石を尾鰭ではねとばし，残ったものを口でくわえて除去する

(Fig.4,Ａ;Ｂ）この動作を繰返すうちについに水槽底が露出するに至った．叉，トンネルの天井や

側壁を口吻でつついて清掃するのがゑられる６伽:卜

求愛行動と産卵の開始産卵は求愛行動によって始まる．７洞２３日，２８日の両日観察されたそ

れぞれPairB，PairAの観察結果はほぼ同様で次に述べるような順序で産卵した．



Fig.５．Spawnlngandcal･ｉｎｇｌｏｒｅｇｇｓ－１．

Ａ：Ｔｈｅ［emaledeposiiingeggsunderLhes(one，ｗｉｔｈｈｅｒｂＧｌｌｙＬｕｍｍｇｕｐｗａｌ．d、Thcmale

followi“closebehindheI･；Ｂ：Ｔｈｅｍａｌｅｌ〕ickingof［ｄｅａｄｅｇｇｓｗｉｉｈｈｉｓｍｏｕＬｈ．
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雌魚はその産卵突起を巣孔の天井に触れ雄魚は口吻で産卵突起を刺蚊するが産卵は必ずしもすぐ

に開始されず，雌魚はいったん巣孔外に脱出することが多い．雄魚はこれを辿って巣外に出てふた

たび誘導をこころみ，これが数Ｍくり返えされた後にようやく産卵が始まるのがふつうである．

産卵巣孔内の雌魚は腹面を上にした逆位の姿勢で産卵突起の先端を巣孔の天井に接触させ，そ

のままの体位で小きざ象にふるえながら，不規則に同心円を画いて産卵をつづける．雄魚も腹面を

上にして雌の直後に位置を保ちつつ移動し放精する．雌魚が産卵を休止すると正立し産卵突起を口

吻で刺戦して産卵を促がす．産卵を終了した雌魚が巣孔外に脱出すると雄魚はこれを追って誘導行
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Fig.４．Nest-buildingbythemale．

Ａ：Ｓｐｌａｓｈｉｎｇｏｕｔｂｏｔｔｏｍｓａｎｄｂｙｈｉｓｔａｉl；

Ｂ：ＣａI．【･ｙｉｎＲａｐｅｂｂｌｅａｗａｙｗｉｔｈｈｉｓｍｏｕｌ‘ｈ・

雄魚は各鰭を開張し柳条を立てて雌魚に接近する．このとき雄魚の体色は変化し後頭部，背鰭の

最前部２鰭条附近，刺条後端から軟条前端にかけての体側上部に白斑が現われる（Fig.２.）つづい

て雌魚を誘導するように巣孔に向って体を振動させながらかなり速い遊泳をくり返す．雌魚はこの

誘導に応じ雄魚に従って巣孔に入り，ただちに体を回転して腹面を天井に向け産卵の姿勢をとる

(Fig.５，Ａ)．
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動を繰返すが，雌魚が応じなければ巣孔に帰りもっぱら卵の保護に当るようになる．

産卵行動は実験室内では午前８時から１１時ごろにかけて承られ，一回３０～40分で終了する．

卵の保護卵の保護は雄魚のみが行ない僻化までの3.5～5.5日間（29～26oC）巣孔の天井に平

板状に産付けられた卵塊の下に位置を占め，ときどき体位と体の向きを変えながら，尾部，垂直鰭

の軟条部を波動させて絶えず水流を卵塊上に送りつづけ，附着した卵は流れに従って揺れ動くのが

みられる．この送水のため卵の保護に当っている雄魚では垂直鰭の縁辺はすり切れている場合が

多い死卵は口で除去するが餌はほとんど摂っていないようである．日没後はまったく巣孔内にあ

って断続的に送水を行なう．この行動は卵が僻化しつつある間も続けられる（Figs5,Ｂ;6）

産卵回数と産卵数１個体の雌魚は一産卵期中に繰返して産卵する．PairAは水槽中で７月１９

日から，水温調節事故で１０月２６日に死亡するまでに１８回産卵した．７月１９日の初産卵では卵塊

１ｃｍ2あたり３６～45粒，総附着面積l2cm2に換算すれば400～600粒と推定され，第２回目，７

月２４日の産卵では1200～1700粒が産出され第３回目には2800～3600粒が産出されたものと思わ

Table1．Ｐｂ'犯ace"か“〃αgzzya姓極ｓＴＡＮＡＫＡ・Ｄａｔａｏｆｔｈｅｓｐａｗｎｉｎｇｉｎｔｗｏｌ〕ai１．ｓ
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TheNumberofl
TimesofSpawnl

TotalNumberofEggs
FemaleNo､１（71.5ｍｍ,ＳＬ.）

Water

Temperature
Ｄate

400-600

1200-1700

2800-3600

１
２
３
４

1900-2300

2500-3000

2500-3000

28.0oＣ

28.2

26.7

26.0

ＰａｉｒＢ

26.5

26.5

26.5

26.5

Waser

Temperature

ＴｈｅＮｕｍｂｅｒｏｆ

ＴｉｍｅｓｏｆＳｐａｗｎ
ＴｏｔａｌＮｕｍｂｅｒｏｆＥｇｇｓ
ＦｅｍａｌｅＮｏ､２(67.2ｍｍ,ＳＬ.）
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れる．以後も卵塊の広さからほぼ同じ産卵量が推定される．

PairBでは７月２３１－|から８月１３日に雌魚が雄魚に攻撃され死亡するまでに４１'１１の産卵がふら

れた．これらの産卵日と水温とをｔａＵｅｌに示した．産卵は前lpIの卵塊がり岬化した翌||の朝行なわ

れるのがふつうである．

なお８月５日に採集した体長６２．３ｍｍの雌の卵巣内卵径の頻度分布をReibisch法によって求

めた結果，多I『１１産卵型を示し，産卵可能卵数は211,000個，次Iml予定産卵数は5,805個であった．

発 育 史

発育史の資料はPairAの７月２８１二I午前９時３０分ごろ産卵したもの及びPairBの７月２３１二｜

午前８時３５分ごろ産卵したものにもとづく．

卵は長径2.34ｍｍ，短径１．１２ｍｍ（５個平均）のナス型で長靴の一端に附着糸叢を有する（Fig.

6,Ａ)．卵膜は無色，卵黄はわずかに淡黄色をおび多数の油球を有する．卵の大きさには発生期を

通じて変化をみとめられない．

卵内発生発生期間中水温は27-29ｏＣに保ち，巣孔中で雄魚に保護されている卵を採取して観

察した．受精後ﾘ岬化までの卵内発生の経過は次のようである．

受精後30分（Fig.７，Ａ)，２細胞期．５０分（Fig.Ｂ)，４細胞期．１時間20分，８細胞期２時間

30分（Fig.７，Ｃ)，桑実旺．６時間（Fig.７，，)，胞旺後期，油球は融合して数個となる．９時間３０

分（Fig.７，Ｅ)，嚢旺後期．１０時間30分（Fig.７，Ｆ)，嚢旺中期，旺胞は卵黄の半ばを被う．１１時間

３０分（Fig.６，Ｇ）製旺後期１２時間（Fig.６，Ｈ)，脈体原基を生ずる．１３時間３０分（Fig.7,1)，旺

休が明らかになり原口閉じる．１５時間（Fig.７，Ｊ)，眼胞原基を生じ筋肉節411'ilが承とめられる．

１７時間（Fig.７，Ｋ)，筋肉節数８個，Kupffer氏胞が承られる．１９時間（Fig.７，Ｌ)，筋肉節数１１

個，レンズ原基及び耳胞原基がみとめられる．旺体腹面と卵黄上に黒色胞が現われる．

２１時間（Fig.7,Ｍ)，筋肉節数15,心臓原基が桑とめられる．２６時間（Fig.７，Ｎ)，筋肉節数２６

個，尾部は卵黄から分離し心臓の拍動が桑とめられる．油球は１個となる．３０時間30分（Fig.７，

０)，筋肉節数27個，定数に達する．４８時間30分（Fig.７，Ｐ)，旺休の膜鰭はすでに完成している．
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黒色胞は尾部腹側及び頭部に集まる．旺体長は長くなり頭部は附着糸叢の反体側で尾部に接する．

尾部の運動始まる．５８時間３０分（Fig.7,Ｑ)，眼球に虹胞があらわれる．黒色胞は頭頂に１～２個

承とめられ，旺体の腹側にも１列をなす．７４時間（Fig.7,Ｒ)，体表に果粒状物質が出現する．８３

時間僻化開始．

幼期の発育僻化直後の仔魚は全長２．８ｍｍ内外，僻化後３～４日で全長３．４ｍｍに達し仔魚後

期に入る．成長の速かなものは僻化後約１５日，全長８．１ｍｍで鰭条数などは定数を備えるに至っ

た．今回の実験ではこの状態まで飼育することができたが僻化後１９日で最後の１個体が死亡した．

発育期の形態の変化は次に示す通りである．なお全長はすべて５％中性フォルマリンで固定直後

Ａ：３０minuitesafterthefertilizationiｎ２７ｏＣ；Ｂ：５０ｍin.；Ｃ：２hrs､３０ｍin.；Ｄ：６hrs.；Ｅ：９hrs､３０ｍin.；
Ｆ：l0hrs.；Ｇ：l1hrs､３０ｍin.；Ｈ：ｌ２ｈｒｓ.；Ｉ：ｌ３ｈｒｓ,３０ｍin.；Ｊ：１５hrs.；Ｋ：l7hrs.；Ｌ：１９hrs.；
Ｍ：２１hrs.；Ｎ：２６hrs.；Ｏ：３０hrs､３０ｍin.；Ｐ：４８hrs､３０ｍin.；Ｑ：５８hrs､３０ｍin.；Ｒ：７４hrs．
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に測定した．

ｉ）仔魚前期．全長2.86ｍｍ（Fig.8,Ａ)，僻化直後，胸鰭原基が承とめられる．膜鰭は眼の後縁

上に始まりその上に小果粒が散在する．黒色胞は鼻孔上方，眼の上方に各１個，消化管上に数個，
尾部腹面に沿う十数個がみとめられる．卵黄中央に油球がふられる．

全長2.98ｍｍ（Fig.8,Ｂ)，鵬化後１２時間．両顎がほぼ明らかになる．鼻孔上の黒色胞はなくな
り頭部の黒色胞は２個となる．

全長3.43ｍｍ(Fig.８，Ｃ)，僻化後３．５日．卵黄はほとんどなくなっている．膜鰭の起点は後方に

移動し胸鰭基底上に位置を占める．腹面の黒色胞は減少して１０個以下（８個）となる．

ｉｉ）仔魚後期，全長4.75ｍｍ（Fig.８，，)，リ岬化後７日，体高が高くなり体長の２１．２％に達する．

上顎骨が明らかに桑とめられ胸鰭は大きくなる．畑蓋上にも黒色胞が現れる一方，腹面の黒色胞は
更に少なくなる．

全長5.65ｍｍ（Fig.８，Ｅ)，リ時化後１１日．脊索後端は上屈し尾軸骨原基を生じ，尾鰭には鰭条が

現われる．腹鰭原基があきらかになり，背鰭及び智鰭の原基も膜鰭基底に沿って承とめられる．鯛

皮条がほぼ完成する．各筋節の上端及び下端の前向部を象とめることができる．

黒色胞は増加し，特に体側では尾部中央に数個が現われ，腹面の黒色胞と一群をなすに至る．

Fig.８．Thelarvaldevelopment．

Ａ：Prelarva,２．８６ｍｍlong,lmmediatelya[terthehatch；Ｂ：I2-hours-prelarva，２．９８ｍｍlong；
Ｃ：3.5-days-prelarva,3.43ｍｍlong；Ｄ：７－days-postlarva,４．７５ｍｍｌｏｎｇ；Ｅ：l1-days-postlarva，
５．６５ｍｍlong.；Ｆ：１９－days-postlarva,５．８５ｍｍlong；Ｇ：Ditto,７．３５ｍｍｌｏｎｇ；Ｈ：１５－．ays-postlarva，
８．１０ｍｍlong．
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全長5.85ｍｍ（Fig.8,Ｆ)．卿化後１９日，背鰭及び瞥鰭の練条は定数に達する，胸鰭にも鰭条が

現われる．膜鰭の果粒は尾柄部と瞥鰭前部の承にみとめられるにすぎない．

黒色胞は新たに背鰭軟条部基底に出現する全長7.35ｍｍ(Fig.8,Ｇ)，僻化後１９日．背鰭及び瞥

鰭の鰭条数は定数に達しており，体形もととのっている．

全長8.10ｍｍ(Fig.8,Ｈ)，卿化後15.5日．成長の特に速やかだった個体で，背鰭基底に沿う黒

色胞群はかなり前進している．

聯化と仔魚飼育

聯化雄魚の保護下では卵はほとんど完全に卿化する．人工僻化の場合にも炉過槽からの落下水

流を利用すればかなり高い購化率が得られる．

照化は日没後（室内）で15～30分で始まり約１時間で終了する．たとえば８月１５日の例では日

没１８時57分，僻化開始１９時20分，終了２０時25分であった．

仔魚は附着糸叢の反対側より尾部を先にして卵膜を脱出し，２～3ｃｍ沈下するが，その後ただちに

水面に向って上昇し始め，数回休止し，そのたびに多少沈下し，これを繰返しして水面に達する．

水槽の一部を強く照射すると浮上した仔魚はここに集中するが，３～4時間後には顕著な走光性を

失って散開し，更に数時間後には仔魚は水表面や浅い表層をさかんに正常の体位で遊泳しているの

が承られる．

仔魚の飼育８月１９日に僻化したPairAの仔魚を購化と同時に容量5001it（水量2501it）のペ

ンライト水槽に移して飼育した．仔魚数は約3000個体で静かにエアレーションを行なったほかは，

８月２１日より毎日１０％ずつ注水して塩分濃度の上昇を防いだ．

瞬化の翌日，８月２０日先づムラサキウニの人工受精卵１個体分を与え,水槽の一部を電灯照射し

てここに集まるその幼生の減少の状態から仔魚の摂餌を推定した．翌２１日からシオミズツポワム

シの給餌を開始，２２日朝には仔魚が体をＳ字状に曲げて捕食するのが観察され,水槽全体の表層を

活発に餌を求めて遊泳するようになった．夕刻以後にはワムシは照明下の明るい場所に群り，仔魚

も集合してワムシを捕食するのがふられた．

照化後１週間はワムシのみを与えたが大小の差がいちじるしくなり，小さい個体もよく食物をと

るにもかかわらず死亡するものが多く８月２６日には総数53個体となった．照化後８日目からワム

シと共にアルテミアのノープリウスを与えた．仔魚はこの時期には遊泳能力もかなり発達し，水流

に対して体の後部を曲げて位置を保ちつつ流れて来る餌をとるようになるⅢ

９月３日，卿化後２週間で発育の速かな個体は水槽の中層以深を遊泳し始めた．卿化後１９日目

には総数約30尾となり，大多数は水底近く生活するようになったが，死亡するものが多く，９月１３

日，２７日目で最後の１個体が死亡した．

考 察

スズメダイ科の魚類でその産卵について報告されているのは，ソラスズメダイＰＣ"ace"”s

coeZes油JoRDANetSTARKs（松岡，1962)，Ｃｈｍ”s”"cZ秒伽iｓ（CoopER）（TuRNERandEBERT，

1962；LIMBAuGH，1964)，ＣＡγo”ｓ”z”伽”ａ（GuIcHENoT）（MYRBERGeta1.,1967)，Ｃｈγo”ｓ

ｃａｃ〃伽ｓ（C､etV.）（FIsHELsoN，1970)，ＨｊｌＰ抑”sｱ妨加"dａ（GIRARD）（LIMBAuGH，1964；
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CLARKE，1971）クマノミ類（四宮，1971)，ルリスズメＣﾉi小妙”'.ααss加伽（GUnTHER）など少

なくないが，その産卵に当ってはことごとく雄魚が卵塊の保護に当っているようである．小型の飼

育水槽中では雌雄のいづれか一方の承が卵の保護にあたる魚ではｐａｉｒが維持されるのは困難で今

回のＰａｉｒＢに承られたような結果に終り易い．しかし本種では営巣する雄魚のなわばりの範囲が

わりあいに狭いことと雌魚の産卵間隔が短期間であることがPairAのように長い期間にわたる共

同生活を許したもので，更に多くの飼育をこころふる必要があろうが，一応観賞魚として適当な水

槽蕃殖可能のスズメダイではなかろうかと思われる．

なお本種においても瞬化は日没後に行われスズメダイ類の卵に共通する特性を示した．

今回の飼育では本種の底生幼期の体色について充分に明らかにすることができなかった．天然産

の本種の幼期と思われる全長１３ｍｍ内外の稚魚の色彩は，すでに，今回の飼育によって得られた

ものとはいちじるしくことなっている．今後，更に長期の仔稚魚の育成によって幼期の色彩，形態
の変化を明らかにする必要があろう．

要 約

１．１９７２年夏，鹿児島湾産のナガサキスズメダイPollzace"Ｚｒ"s刀α即sα紬”ｓの成魚を各ｌ対づ

つ，２個の601itの小型水槽で飼育した．そのうち１対は６６日間に１８回産卵し，他の１対は２０日
間に４回産卵した．

２．二次性徴としては雄魚がやや大きく後頭部が多少凸出しているていどで大差がないが，外部
生殖器には明らかな差が承とめられる．

３．他のスズメダイのように雄魚が主導的に営巣，求愛して雌に産卵させ僻化までの保護にあた
る．水槽内では闘争を行なうが天然水域での闘争性は余りいちじるしくない．

４．卵は長径２．３ｍｍ，短径１．１ｍｍ内外のナス型で長軸の一端に附着糸叢を持つ．１回に数百
個乃至数千個が産承出される．

５．卵は26-29｡Ｃで約３．５ないし５．５日で鰐化する．産卵は午前中に行なわれ，照化するのは
必らず日没直後である．

６．瞬化直後の仔魚は全長２８ｍｍ内外，約3000尾の仔魚を先づムラサキウニ幼生，ひきつづ
きシオミズツポワムシ，アルテミアの順に給餌飼育した．

７．仔魚は始め表層で生活し鰐化後２週間内外から中層に移る．飼育日数２７日で最後の１個体
が死亡したが，なお色彩的には底生魚として特色を示すには至らなかった．
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